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1 .ご使用の前に
必ずお読みください

10分以上の連続送信はできませんのでご注意ください

（タイム・アウト・タイマー）。

内部は調整済みですので手を触れないでください。

ご注意
メモリーの保持は、電池ケースや外部電源から充電される二
次リチウム電池で行なっています。電池ケースをはずした状
態では、メモリーは約20日間でリセットされ初期設定値に戻
ります。電池ケースまたは外部電源を接続すると、約10時間
で充電されます。

アンテナは、エレメントでなくコネクタ一部を持って

差し込み、完全に止まるまで右に回してください。

他の電子機器への電波障

害と、固定用電源の電圧

異常によるトランシーパ

ーの破損を避けるため、

固定運用時は外部アンテ

ナをご使用ください。

外部電源は必ず専用の

DCコードPG-2W（別売）

をお使いください。

車載時にシyゲレットライ

ターへ接続する場合は、

必ず専用のシガレットラ

イターコードPG3F（別

売）をお使いください。

車のバッテリーを充電するときは、電圧異常によるト

ランシーパーの破損を避けるため、シガレットライタ

ーコードは必ず抜いてから充電してください。

故障の原因になりますので6.3V以下または16V以上の

電圧を加えないでください。

別売のニッカドバッテリーPB・13は、 DCIN端子から
自動的に充電されます。 PB・13の過充電や、車のバッ
テリーの消耗を防ぐため、 PB-13をつけたまま DCIN
端子から15時間以上充電することはおやめ下さい。
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2.定格および付属品

一般仕様

周波致範囲 MHz 

電波型式

アンテナインピーダンス

メモリーチャンネル数

使用温度範囲

電源電圧（定格電圧）外部電j原（V)

電源電圧（定格電圧）電池端子（V)

i肖 送信時 H 13.SV（外部電源）

送信時 H 7.2V（電池端子）
費 送信時 L 

有時情t 送信時 EL 

i.山ー』

受信待受時

パ 7テリーセーバ一時平均

接地方式

寸法（W×H×D)（突起物なし）

（突起物を含む）

重量事

低周波出力インピーダンス

マイクロホンインピーダンス

送信部

H 13.SV(DC IN端子）

送信出力
7.2V（電池端子）

L 

EL 

変調方式

最大周波数偏移

スプリアス発射強度
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TH-F27 TH-F47 

144～146 430～440 

F3(FM) 

5012 

40+1（コールチャンネル）

-20。C～＋60・c
7.2～16(13.8) 

6.3～16(7.2) 

点ヲ1.5A 約1.5A

約lA 約lA

約0.5A 約0.6A

約0.12A 約0.15A

約60mA 約65mA

約17mA

マイナス接地

49.5×124.7×38.0mm 

57×138.7×39.7mm 

360g 

SQ 

2kQ 

5W以上 5W以上

t"J2.5W 約1.5W

約0.5W 約0.5W

約20mW 約20mW

リアクタンス変調

±5kHz 

-60dB以下

受信部

受信方式 ダプルスーパーヘテロダイン

第1中間周波数 45.05 MHz I 58.525 MHz 

第2中間周波数 455kHz 

受信感度（12dBSINAD) 
(0.16μV）以下 (0.18μV）以下

スケルチ感度 -20dBμ(O.lμV）以下

選択度 -6dB:12kHz以上

選択度 -40dB:28kHz以下

低周波出力（10%ひずみ時） 0.2W以上（SQ負何）

＊アンテナ、ハンドストラップ、ベルトフック、電池（単 3×
6本）を含む。

1. JAIA （日本アマチュア無線機器工業会）で定めたil'IIJ定法に
よる。

2. 定格は技術開発に伴い変更することがあります。

．付属品

アンテナ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1

電i也ケース（BT-8

単3電池6本用）－－－－－… 1
ベルトフック...............1 

ハンドストラッフ＂ ......... 1 

キャッフ。.....................1 

保証書－－一・・…・・・・・・・・…・・・・ 1
取扱説明書一・・・…..........1 

ご注意

ダンボール箱などは、移動のときや、アフターサービスのご
依頼時などのために保管しておいてください。



3. 電池

・電池ケースの本体取付け、取り外し

ご注意

単 3型NiCd電池は、端子や電池被覆のショートによる発熱
で、電池ケースと本体の破損を引き起こすことがあります。
単 3型NiCd電池は使用しないでください。

単 3型マン7ゲン電池またはアル

カリ電池 6本を、＋ の印どおり

に入れます。

本体底面から電池ケースを挿入

します。

外す時は、背面のリリースボタ

ンをスライドさせてから引き抜

いてく fごさい。

リリス
ホ守デン

国電圧レベル表示

送信中は、シグナルメーターが電圧レベルを表示しま

す。電池交換／充電の目安にしてください。（LOWパワー

送信時の目安）

単 3型電池の場合

未使用時 電池交換

J
 

一一
J

rh戸

・・・・F
E・・E.. 
－－ - -．， 

HIパワーでは電池の消耗が激しいのでアルカリマンカ‘ン電池ま
たはNiCd電池ノマソク（PB13別売）のご使用をおすすめします。

NiCd電池ノぐソクの場合

満充電 要充電
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・使用可能時間

電池の種類による使用可能時間の目安
長時間運用をされる場合はNiCd電池をご使用くださ I,'o 

H M L EL 

アルカリ電池 2 2.5 4 15 

TH-F27 マンガン電池 0.8 5.5 

PB-13 2 2 3 6.5 

アルカリ電池 2 2.5 4 13.5 

TH F47 マンガン電池 0.8 4.5 

PB-13 2 2.5 3 6 

使用条件：送信 l分、受信 3分、低周波出力 0.2W8Q。
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4. 操作

4-1 各部の名称と機能

6 

MONICモニ
タ一〉スイッチ

このスイッチを押し

ている間だけスケル

チ動作を解除します。

PTTスイッチ

送信する時はこの

PTTスイッチを十甲し

なカずらマイクロホン

に向かつてお話しく

ださい。

スキャン中にこのス

イッチを押すと、ス

キャンは解除されま

す。

DCIN端子

別売の DCコードを介し

て、 13.BVの直流電源に

接続してください。 DC

コードは、赤が＋極、黒

が一極です。

アンテナコネク
ター

付属のアンテナのコネク

ターを挿入して、右に回

し、しっかり固定してく

ださい。

ONAIRインジケー
ター

送信中は点灯します。

VOLつまみ

音量を調節します。

MIC端子

外部マイクロホン用端

子ですロ

SQしつまみ

時計方向に回して、無信号

時のザーという音を消すス

ケルチ動作に使います。

SP端子

外部スピーカーまたは

イヤホン用端子です。

インピーダンスは 8Q 

です。

同調つまみ

各種の周波数、メモリー

チャンネルの設定および

スキャンの方向を変える

ために使います。



POWERスイッチ

0.3秒以上押すと、電源の

ON/OFFを行います。

LAM Pスイッチ

テ‘イスフ。レイのランフ。を

ON/OFFします。点灯後

5秒以上キー操作しない

と、照明は自動的に消え

ます。

F＋キー：再びこのキー

を押すまでランフ。は消え

なくなります。

CALL/C.SCAN 
キー

BELL/STEP 
キー

コールチャンネルをON/I Iベル機能をON/OFFさ

OFFさせます。 I lせます。

F＋キー：コールスキャ lI F＋キー：重別宇中の周i皮

ンを開始させます。 I I数ステッフ。が表示されま

す。表示中は同調つまみ

で周波数ステッフ。を変更

できます。

DTSS/PAG 
キー

DTSS機能をON/OFF

きせます。

F＋キー：ページング

機能をON/OFFさせま

す。

（マイクロホン〉

LOW/CLOCK 
キ一

送信出力をMedium/

Low/Economic Low/ 

Hi（表示なし）に切り換

えます。

F＋キー：周波数表示

を時刻表示に切り換え

ますロ

仁ゴ

リリースボタン

電池ケースを取り外す時は、この

ボタンをスライドさせて、ロック

を外しながら電池ケースを引き出

してください。

1圭） F ＋キー： Fキーを押して

から各キーを押す。
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1/ALキー 112/CTCSSキ－

ICH（チャンネル）をH乎出します。 112CHを呼出します。

3/TONEキ－

3CHを呼出します。

Fキー

各キーの 2つめの機能をはたらか

せるキーです。

F十キー：メモリーチャンネル 111 F ＋キ－ CTCSS機能をON/

を約5秒ごとにモニターするアラ 11OFFします。

ート機能をON/OFFさせます。

キ
4
F

1
）
 

F
 

F
 

O
 

／
／
／
 N

 
O
 

ふ乞、
J’h

1
0
 

キ十

。
F
す

A 

4/PROG-1キ－

4CHを呼出します。

5/PROG-2キ－

5CHを呼出します。

6/MEM Oキ－

6CHを呼出します。

M/TX.Sキー

メモリ一書き込み機能をはたらか

せるキーです。

F十キー：スキャン・モ ドをプ 11F＋キー：スキャン・モードをブ 11F＋キー スキャン・モードをメ

ログラム・スキャン lに設定しま！｜ログラム・スキャン 2に設定しま｜｜モリー・スキャンに設定します。

す。 11す。

F＋キー .PTTスイッチはロック

され送信不可になります。
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7/SEEKキー 118/CARキ－ 119/TIMEキー 11 ENT/LOCKキー

7CHを呼出します。 11 SCHを呼出します。 11 9CHを呼出します。 ｜｜テンキーによる周波数入力モード

11 I lにします。

F十キー：スキャン再開条件をシ lI F十キー スキャン再開条件をキ 11F＋キー・スキャン再開条件をタ｜｜

ーク・オベレートにします。 ｜｜ャリア・オベレートにします。 ｜｜イム・オベレートにします。 11 F ＋キー 下記のキーを除くすべ

． 

REV/SHIFT／※キー 11 OIL.OUTキー

シフト中またはスプリットメモリ 11OCHを呼出します。

中に、送、受信周波数を反転さ

てのキーはロックされます。

除外されるキー

POWER、LAMP、PTT、

MONI、F十ENT(LOCK)

向調つまみは、 Fキーを 1秒以上

押してからENTキーを押すと、

ロックするか否かが交互に変わり

ます。

MHz／＃キー 11 SCAN/VM.SCANキー

VFOモードの時押すと、 lOOkHzI I設定中のスキャンモードでのスキ

以ドの周波数表示が消えます。こ 11ャンを開始します。

せます。 F＋キー：表示中のメモリーチャ 11の問は、同調つまみで、周波数を

ンネルのロックアウト機能がON/11 1MHzステソプで変えられます 11 F ＋キー 最後に操作したVFO

F十キー：受信周波数に対して送 11OFFします。 11 (MHzモード）。 ｜｜周波数とメモリーチャンネルとを

信周波数をシフトさせます。シフ｜｜ ｜｜約10秒経っか、いずれかのキーま 11スキャンします。

ト幅 ｜｜ ｜｜たはPTTスイ、ソチ（MONI、LAMP

144MHz帯士600kHz I I ｜｜を除く）を押すと解除されます。

430MHz帯土5MHz
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・パネル表示のないファンクションの操作

10 

KENWOOD 

LOCK TX.S iifiii:"+- R回 OTCT,-0

圏盟fsBBi~BI;'sa 
E L M FS fl1!m AL図口調図m図＂＇＊由

; 
~5~5· o o 

AL cress TONE 

C工コ C主コ C主コ CTコA

PROrl-1 PROQ-2 MEMO TX S 

C主コ ζ豆コ ζ互コ ci:コー
S正EK CAR TI ME LOCK 

C主コ C互コ C互コ G豆コc

FM TRANSCEIVER TH-F27 

144MHz 

•Mキーを押してから、各キーを押す。
メモリーチャンネンネル表示部がーーになります。

キー操作 4農 官E ページ

M+CALL コールチャンネル書き換え P.18 4-4-5 

M+MONI DTMFメモリー書き込み P.25 4-7-2 

M+ENT 
メモリーチャンネル

クリヤー
P.18 4・4-5

•Mキーを 1 秒以上押してから、各キーを押す。
メモリーチャンネンネル表示部がP になります。

キー操作 4農 官E ページ

Ml秒＋4 プログラムスキャン1の P.21 4-5-4 

上限周波数設定

Ml秒＋5 プログラムスキャン2の P.21 4-5-4 

上限周波数設定

Ml秒＋7 プログラムスキャン1の P.21 4-5-4 

下限周波数設定

Ml秒＋8 プログラムスキャン2の P.21 4-5-4 

下限周波数設定



•Fキーを 1 秒以上押してから、各キーを押す。
F表示は10秒間点滅します。

キー 操 作 1蔑 官E ペ ー ジ

Fl秒＋MONI DTMFメモリーの日子出し P.26 4-7-2 

Fl秒＋BELL ベル音の切り換え P.35 4-11 

Fl秒＋DTSS DTSSコードの設定 P.27 4-9-2 

Fl秒＋LOW
バッテリーセーパーの

ON/OFF 
P.36 4-12 

Fl秒＋1 ビープ音のON/OFF P.13 4-2 

Fl秒＋3 トーン周波数の設定 P.24 4-6-4 

Fl秒＋4
プログラムスキャン1の

スタンバイ
P.21 4-5-4 

Fl秒＋5
プログラムスキャン2の

スタンバイ
P.21 4-5-4 

Fl秒＋7
プログラムスキャン1の

下限周波数確認
P.21 4-5-4 

Fl秒＋8
プログラムスキャン2の

下限周波数確認
P.21 4-5-4 

Fl秒＋o
オートパワーオフ機能の

ON/OFF 
P.36 4-13 

問調つまみのロックを P.9 
Fl秒＋ENT ENT/LOCK 

ON/OFF キー

・各キーを押しながら、パワーをONにする。

キー操作 1農 官巨 ページ

DTSS+ DTSSテ’イレイタイムの
P.28 4-9-5 

パワーON 切り換え（450刀50ms)

1＋パワーON 来使用

2＋パワーON 未使用

3＋パワーON 未使用

5＋パワーON
DTMF送信保持時間の

P.25 4-7-1 
切り換え（2秒）

6＋パワーON
メモリ一日乎出しモードの

切り換え（1桁／2桁）
P.18 4-4-6 

8＋パワーON
プログラマブルVFOの

下限周波数設定
P.14 4-2-4 

9＋パワーON
プログラマブルVFOの

上限周波数設定
P.14 4-2-4 

M＋パワーON メモリーリセット P.16 4-4-2 

ENT+ 
VFOリセット

パワーON
P.16 4-4-2 

REV＋パワー
アラート方法の

P19. 4-4-8 

ON 
切り換え
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ディスプレイパネル

1 

川
町
一
Z
E
E

－↑

①

②

③

④

 

LOCK機能がONの時点灯します。
送信停止機能がONの時点灯します。
受信時はSメータ一、送信時はバッテリーメー
ターになります。

受信周波数に対する送信周波数の＋ーを示し
ます。表示なしは、送・受の周波数が同じ（シ
ンプレックス）です。スプリットチャンネル
中は＋ーが、同時に点灯します。
リパース動作中であることを示します。
トーンがONの時点灯します。
DTSS機能がONの時点灯します。
TSU 7 （別売）をつけた時：トーン周波数の
一致した信号のみを受信するトーンスケルチ
動作中であることを示します。
ベル機能がONの時点灯します。信号を受信す
ると、点滅になります。

R
園
町
訂

⑤
⑥
⑦
⑧
 

⑨~ 
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⑮匝園田国匪圃選ばれているスキャンモードを示します。
スキャン中は点i威します。

。直rn~CTIMIJ 選ばれているスキャン再開条件を示します。
⑫ E L/L/M 送信出力が、 ECONOMIC・LOW/LOW/

MEDIUMであることを示します。表示なしは
HIです。

⑬ II1!m スケルチが開いている時点灯します。

⑪ s88;881: 送・受信周波数、周波数ステソプ、 トーン周

仁一一一一波数を表示します。
V恥fスキャン、 MHzスキャン、 CALLスキャ

P88.R_8 二町芳三九示します。
?3.・'39 時計表示中は：が点滅します。

仁一一一一一ベルの着信時刻表示中は：は点灯します。
⑮ AL アラート機能がONの時点灯します。
⑬図ON タイマー・オン機能がONの時点灯しますロ
⑪図。FF タイマー・オフ機能がONの時点灯します。
⑬園 バッテリーセーパ一機能がONの時点灯しま

す。
⑬ APO APO機能がONの時点灯します。
＠固 Fキーが押されている状態であることを示しま

す。 10秒以内につぎの動作を行なってくださ

@88 
し、。
動作中のメモリーチャンネル番号を示します。
コールチャンネル中は、 C表示になります。
＊印がついている時はロックアウトされてい
ます。

* 



4-2 受信

各キーまたはキー操作時にビープ音が鳴ります0

．ビープ音．のON/OFF
Fキーを 1秒以上押して 1キーを押すと、ビープ音がON/
OFFします。（アラート動作のビープ音はOFFできません。）

4-2-1 受信
電池ケースとアンテナの接続が終わりましたら、次の

順序で操作してください。

1.電源スイッチを0.3秒以上押してパワーをONにしま

す。
（ディスプレイノマネルが図のようになっていない場合はメモリ
ーリセットして下さい (16ページ）。）

TH-F27 

軍国

TH-F47 

匡E

mm 

，υεr,r, ; ,_,_,.,,., 
図 APO

. ＇ヨヲ r,r,
す~I.J.1.11.1

IJm廻 回APO

2.VOLつまみを時計方向に回すと、“ザー”という音ま

たは交信中の信号が聞こえてきます。

3.同調つまみで信号のない周波数を選択します。

4.SQLつまみを回して“ザー”という雑音が消える点

（スレッショルドポイント：：BUSY表示が消える）にセット

します。

5.同調つまみで希望の受信周波数にセットします。信

号が入るとBUSY表示とSメーターが点灯します。

4-2-2 周波数の選択

LENTキーを押すと、周波数表示の可変部が“一”表

示になります。（ENTモード）

ζfil) 霊園

.，ヲーー一
守~， －.一ー

固 APO

ENTモードで10秒以上テンキ一入力を行わないと、ENTモー
ドは解除されます。

2.テンキーで希望の周波数をインプットします。周波

数表示はlOkHz桁までですが、 1 kHzキ行まで全桁入

力してください（※）。全桁入力されると、その周波

数を受信します。

CD  
三RI圃ザ3，~5E,ij·
l O J I 園 APO

a=コ、
lkHz:t行が入力されていない
とこの 5が点滅します。

ENTモードで変更した周波数は、同調つまみでも変

更できます。

（※）12.5kHzと25kHzステッフ。の場合lOkHz桁でテンキ一入
力は終了します。lOkHz桁の入力キーと設定されるlOOkHz未
満の周波数値は次の表のとおりです。

13 



入力キー 周波数 入力キー 周波数。 。。 5 50 
1 12.5 6 62.5 
2 25 7 75 
3 37.5 8 87.5 
4 37.5 9 87.5 

その他のステップは、最下位桁は 0または 5に補正されます。

4-2-3 周波数ステップの選択
周波数ステップは、 20kHzに初期設定されています。

下記の手順により変更出来ます。

1.Fキー続けてBELL/STEPキーを押します。

2.現在の周波数ステップが表示されます。

①

6
 

霊園

ヲn
ιι， 

図 APO

3.同調つまみで希望の周波数ステップを選びます。周

波数ステップは下記のとおりです。

ステッフ

5与10与15今20与12.5与25与5
4.設定後いづれかのキーを押すと、 VFOモードに戻り

ます。

設定後10秒間キー操作しないと、前のステップのま

まVFOモードに戻ります。

14 

12.5kHz・25kHzと、その他のステップを切り換えた場合の周
波数補正は、次の表のとおりです。
5, 10,15,20から12.5,25へ

0 5 10,15 

20,25,30,35 

40,45,50唱55

60,65,70,75 
80,85,90,95 

12.5,25カ通ら5,10, 15, 20""'-

。 。 。
12.5 10 

25 20 

37.5 30 

50 50 

62.5 60 

75 70 

87.5 80 

25 

50 

75 

例 439.920MHzで運用中、20kHzステップから12.5kHzステッ
プに切り換えると、 439.925MHzになります。

4-2-4 プログラマブルVFO
VFOモードの可変範囲を、MHz単住で任意にプログラ

ムする機能です。

I.ENTキーとテンキ一、（同調つまみ、 MHzキー）等

で希望する下限の周波数のMHz単位を選ぴます。

（例えば432MHz台を希望する場合は432.000-432. 995いつ、れ
でもよい。）

2.電源を一旦切って、 8/CARキーを押しながら電源を

入れると、その周波数が下限になります。

3.同様にじて、上限の周波数を選ぴ、電源を切って、

9/TIMEキーを押しながら電源を入れるとその周波数

が上限になります。

4.同調つまみを回して、 VFOモードで変えられる周波

数範囲が設定したとおりになっているごとを確かめ

てください。

5.プログラマブlレVFOを解除するには、ENTキーを押

しながら電源を入れます（VFOリセット）。



4-3 送信

ご注意
1.送信する前に、低SWR(l.5以下）のアンテナが接続されてい

ることを石雀かめてくだ‘さい。
2.送信する前に必ずその周波数を受信し、他局が交信してい

ないことを石室かめてください。
3.ハイパワーで長時間送信すると、機器の温度が上昇し、故

障の原因となることもありますので、ご注意ください。

1.同調つまみ等で希望の周波数を設定します。

2.PTTスイッチを押します。 ONAIRインジケーター

と、ディスプレイノfネルのバッテリーレベルメータ

ーが点灯します。

3.マイクロホンに向かつてお話しください。
7 イクロホンとくちもとの間隔は 5cmf立が適当です。声が大
きすぎたり、 7 イクロホンに近づきすぎると、送信信号が大き
くひずみます。遠すぎると弱くて聞きとりにくくなります。

4.PTTスイッチをはなすと、受信状態に戻ります。ON
AIRインジケーターカ£消え、メーターはSメーターに

変わります。

・タイム・アウト・タイマー

本機は連続送信によるトラブノレを防止するため、タイ

ム・アウト・タイマーを採用しており、連続送信は10

分で強制的に解除されます。

タイム・アウト・タイマーが作動すると、ビープ音が

鳴り、受信状態に戻ります。

再 度PTTスイッチを押すと送信できます。

・送信出力 4段切換

LOWキーを押すと、送信出力がM、L、EL、H（表示な

し）に切り換わります。

送信出力HとMは使用する電源により異なります（下表

は送信出力の目安の値です）。

［単位： ELlimW、その他はWJ

電池の種類
TH-F.27 TH-F47 

H M H M L EL 

アルカリ電池 2.5 2 2 1.5 0.5 20 

PB-13 2.5 2 2 1.5 0.5 20 

外部電源（13.SV) 5 2.5 5 2.5 0.5 20 

近距離交信ではLの位置で、見通しのきく近距離交信で

はELの住置でお使いください。電池の消耗が少なくな

り、動作時聞が延ぴます。

15 



4-4 メモリ－

4-4-1 メモリーの保持

ご注意

メモリーの保持は、電池ケースや外部電源から充電

される二次リチウム電池で行なっています。電池ケ

ースをはずした状態では、メモリーは約20日間でリ

セットされ初期設定値に戻ります。電池ケースまた

は外部電源を接続すると、約10時間で充電されます。

4-4-2 メモリーの初期設定値（工場出荷時）

TH-F27 TH-F47 

VFO周波数 145.000 433.000 

コールチャンネル周波数 MHz MHz 

VFO周波数ステップ 20kHz 20kHz 

トーン周波数 88.5Hz 88.5Hz 

．メモリーのリセット

•Mキーを押しながら電源をONにします。ディスプレ

イ表示が全点灯し、 Mキーをはなすとメモリーは全

て初期設定値になります。（メモリーリセット）

•ENTキーを押しながら電源をONにします。メモリ

ーチャンネルの内容を保持したままVFOの内容が初

期設定値になります。（VFOリセット）

16 

4-4-3 メモリーチャンネル

メモリーできるチャンネル数は、 40チャンネルです。

メモリーチャンネル 1は、通常のメモリーチャンネル

としての機能以外にアラートチャンネルとしてモニタ

ーされます。

4-4-4 メモリーの内容

メモリー出来る内容は下記のとおりです。

(0：メモリー出来る、×：メモリー出来ない）

通常のチャン スプリット

ネJレ1寺 チャンネルE寺

受信周波紋 。 。
送信周波数（※） 。

トーン（CTCSS）周波数 。 。
トーン、 CTCSSON/OFF 。 。
VFO周波数ステップ 。 。

シフト（S，＋，ー.)REV ON/ OFF（※） 。 × 

DTSSコード、 DTSSON/OFF 。 。
（※）送信周波数をメモリーすると、受信周波数に設定されてい

た『シフトの状態』と「リノぐースのON/OFF」はメモリー
から削除されます。



4-4-5 メモリーの書換え

・受信周波数の設定

LENTキーとテンキ一等で希望の周波数を選びます。

必要に応じて他のデータも設定します。

2.Mキーを押します。一 表示が点灯している間（10秒）
に、メモリーチャンネル番号のテンキー（00～ 39)

を押します。

メモリーの書換えではメモリーチャンネル番号は常に 2桁で
入力します。

（｛列 5CH Oキ一、 5キー
15CH 1キ一、 5キー）

C豆コ
G コ
仁王コ

匿E

,LIC Cr, 
i -,~1.01..1 

図 APO

メモリー表示は消え受信周波数が書き換わります0

．送信周波数の設定（スプリットチャンネルの場合のみ）

」 2王意

スプリットチャンネルの受信周波数を書き換えると、前にメ
モリーしてあった送信周波数はクリアされます。

1.希望の周波数を選びます。

必要に応じて他のデータも設定します。

2.Mキーを押し、 表示が点灯している聞に、PTTス
イッチを押しながらメモリーチャンネル番号のテン

キーを押します。

C M 〉

巳 ｜ 直困

押しながら

。〉

5 ） 

, ，＿，ε－，r, 
i’.：，. , !.I 

図 APO

,I_IC守r, ..,,.., 
; -, .:,. , !.I i.i::, 

回 APO

ご注意

あらかじめ受信周波数が書き込まれていないとメモリーでき
ません。

3.送信周波数が設定され、書き込み前の状態に戻りま

す。

．スプリットチャンネルの石雀認

1.テンキーを十甲してスフ。リットチャンネ／レを呼ーび、出し

ます。受信周波数と＋ のスプリットチャンネル表

示が点灯します。

仁王コ ’
h
 

as
，，． 
m

，a，
 

s

，，．
 

《

H
V

n
u町

r
D
 

－
ε」
＋

υ
，
 

直E

2.REVキーを押して、送信周波数を確認します。
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．コールチャンネルの書き換え

I.ENTキーとテンキ一等で希望の周波数を選ぴMキー

を押し、続いてCALLキーを押します。

2.スプリットチャンネルにする場合

希望の送信周波数を選ぴMキーを押し、続いてPTT

スイッチを押しながらCALLキーを押します。

．メモリーチャンネル・クリヤー

メモリーチャンネル表示中にMキ一、続いてENTキー

を押すと、そのメモリーチャンネルは消去され、表示

周波数がVFO周波数になります。

4-4-6 メモリーの呼び出し

ご注意
データがメモリーされていないチャンネルは呼び出せません。
エラー音が鳴ります。

｜・一桁入力｜

ー桁入力（初期設定）は、主として O～ 9チャンネル

だけを使うのに適しています。。～ 9チャンネルはそ

の番号のキーを押すだけで直接呼び出せます。 VFOモ

ードに戻るには、そのキーをもう 1回押します。（10-39
チャンネルは、 0-9チャンネルを呼ぴ出した後、同調つまみ
で選びます。）

｜・二桁入力 l

18 

チャンネルの呼び出しは、二桁になりますが、全チャ

ンネルを直接テンキーで呼ぴ出せます。 VFOモードに

戻るには、その番号のキーを押します。
（メモリーチャンネル 4～ 9は、二桁入力時にも一桁入力で呼ぴ
出せます。）

．メモリー呼び出しモードの切り換え

電源を一旦切って、町MEMOキーを押しながら電源を

入れると、メモリー呼ぴ出しモードが一桁入力と二桁

入力に交互に切り換わります。

4-4-7 メモリーシフト

表示中のメモリーチャンネル、またはコールチャンネ

ルの内容を、 VFOモードに移す機能です。

・周波数を変更しない場合

1.メモリーチャンネルモードまたはコー／レチャンネル

モードの状態からENTキーを続けて 2回押すと、直

接VFOモードになります。

ご注意
スプリッドチャンネルからメモリーシフトを行った場合は、
受信周波数がVFOモードに移ります。

・周波数を変更する場合

1.メモリーチャンネノレモードまたはコールチャンネル

モードの状態からENTキーを押します。

ディスプレイパネルはENTモードになります。
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2.続けて同調つまみをまわすと、 VFOモードとなり周

波数が上下します。
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4-4-8 アラー卜

・警報音のみによるアラート

メモリーチャンネル 1を約 5秒ごとにモニターし、そ

の周波数が受信中（BUSY:ON）であればビープ音で

知らせます。

1.モニターしたい周波数をメモリーチャンネル 1に入

れます。（メモリーの書換え 17ベ ジ）

2.SQLつまみをスレッショルド・ポイントにあわせま

す。

3.Fキーを押しF表示が点灯している間（10秒）に1/AL

キーを押します。 AL表示が点灯します。

ζ主コ

CTコ匡図

,,_,c_ C n 
i ’~I.Cl!.I 
AL 図 APO

4.任意の周波数で運用中も、メモリーチャンネル 1の

モニターを行います。

5.再び 3を繰り返すと、アラートは解除されます0

．シフトによるアラート

REVキーを押しながら電源を入れると、シフトによる

アラートに変わります。この場合は、アラートチャン

ネル（CHl）が受信すると、警報音と同時にメモリー

チャンネル 1にシフトします。（もとの周波数に戻るに

は1/ALキーを押します。）

再びREVキーを押しながら電源を入れると、シフトに

よるアラートは解除され警報音のみによるアラートに

なります。

ご注意

1.メモリーチャンネノレ 1カずCTCSSONでも、 CTCSSはチェ
ックしません。

2.メモリーチャンネル 1を受信中の約0.2秒間は、受信中の音
声は中断されます。

3. DTSS、ページング機能がONのときはアラー卜は行いませ
ん。
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4-5 スキャン

スキャンは、 VFO周波数またはメモリーチャンネルを

自動的に変えながら受信する時に使用します。スキャ

ンをONにする時はベル機能をOFFにしてください。

4-5-1 スキャンの種類

ノfンドスキャン ノfンドまたはフ。ログラマブワレVFOの

全I或をスキャンします。

フ。ログラムスキャン 1または 2
設定された範囲の周波数をスキャン

します。

MHzスキャン 表示周波数の 1MHz範囲をスキャン

メモリースキャン

します。（バンドスキャン中、またはプロ
グラムスキャン中に機能します。）

有効なメモリーチャンネルをスキャ

ンします。

VFO／メモリースキャン

VFO周波数と最後に操作したメモリ

ーチャンネルをスキャンします。

CALLスキャン 表示中の周波数とコールチャンネル

20 

をスキャンします。（VFOモードとメモ
リーチャンネルモードで機能します。）

4-5-2 スキャン再開条件

シークオベレート・スキャン F+7/SEEK 

信号を受信するとスキャンは終了し

ます。初期設定はSEEKです。

キャリアオベレート・スキャン F+S/CAR 

信号を受信するとスキャンは停止し

ます。信号がなくなると、約 2秒後

にスキャンを再開します。

タイムオベレート・スキャン F+9/TIME 

ご注意

信号を受信するとスキャンは一時停

止します。信号の有るなしに関わら

ず、約 5秒後にスキャンを再開しま

す。

CTCSSがONの時はCTCSS信号も一致した局にのみ停止しま
す。DTSSがONの時はスキャンはいったん停止した後、DTSS
コードが一致した場合にのみ音声を受信します。

4-5-3 ／＇＼ンドスキャン

1. SQLつまみをスレッショルド・ポイントに合わせま

す。

2. PRG-1、PRG-2、MEMO表示が点灯していないこと

を確認します。 SCANキーを押すと、ノfンドスキャ

ンを開始します。

3.スキャンはUP方向にスタートします。同調つまみで

方向を変えることができます。スキャンステップは

スキャン開始時の周波数ステップと同じです。



4.信号が入ると一定時間その局を受信します。その後

は選択された再開条件に従います。

5.スキャンは、 PTTスイッチまたはSCANキーを押す

と終了します。（同調つまみ、 MON！スイッチ、 LAMPスイ
ッチ、 MHzキー以外のキーでも終了します。）

4-5-4 プログラムスキャン

上限と下限の周波数をあらかじめ設定しておきます0

．上限／下限の周波数の設定

スキャンさせたい周波数を表示させ、 Mキーを 1秒以

上押した後、下表のキーを押します。

上限

下限

ご注意

プログラムスキャン1

4/PROG・1キー

7 /SEEKキー

プログラムスキャン2

5/PROG・2キー

8/CARキー

上限と下限の周波数は同一ステップにしてください。周波数
ステ、ソプが異なっている場合や下限周波数が上限周波数より
高いか閉じ場合は、プログラムスキャンは行いません。

・上限／下限の周波数の確認

Fキーを 1秒以上押した後、上表のキーを押すと、上限／

下限に設定しである周波数がVFO周波数として表示さ

れます。

．プログラムスキャン 1、または 2の選択

Fキーを押した後、 4/PROG-lキーを押すと、 PRGl表

示が点灯し、プログラムスキャン 1が準備されます。

Fキーを押した後、 5/PROG2キーを押すと、 PRG2表

示が点灯し、プログラムスキャン 2が準備されます0

．フ。ログラムスキャン

1. SQLつまみをスレッショルド・ポイントに合わせま

す。

2.SCANキーを押します。PRGlまたはPRG2表示が

点滅し、プログラムスキャンを開始します。

3.以下はバンドスキャンの項4以降と同じです。

4-5-5 MHzスキャン

1.ノfンドスキャン、またはフ。ログラムスキャン中にお1:Hz

キーを押すと、 MHzの・表示が点滅し、押した時の

MHz台のスキャンになります。
例 430. 000-439. 995をスキャン中、 435.220でMHzキーを
押すとスキャン範囲は435.000-435. 995になります。（尚、プ
ログラムスキャンの場合、上限、下限の範囲を超えることが
あります。）

2.MHzスキャンは、 MHzキーを押すと解除され、もと

のスキャンに戻ります。

3.恥IJ:Hzスキャン中にPTTスイッチまたはSCANキーを

押すと、スキャンは終了します。
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4-5-6 メモリースキャン

｝｝王意

メモリーされているチャンネルが 1つの時はスキャンしませ
ん。メモリーロックアウトされているチャンネルは飛ばしま
す。

Fキーを押した後、町MEMOキーを押すと、 MEMO表
示が点灯し、メモリースキャンが準備されます。

1.SQLつまみをスレッショルド・ポイントに合わせま

す。

2.SCANキーを押します。 MEMO表示が点滅し、有効

なメモリーチャンネルを順次スキャンします。

以下はバンドスキャンの項4以降と同じです。

4-5-7 VM.スキャン

1.SQLつまみをスレッショルド・ポイントにします。

2.Fキーを押した後：、SCAN/VM.SCANキーを押しま

す。 MHzの・表示が点滅し、最後に操作したメモリ

ーチャンネルとVFO周波数をスキャンします。

以下はバンドスキャンの項4以降と同じです。

4-5-8 CALLスキャン

1. SQLつまみをスレッショルド・ポイントにします。

2. VFOモードまたはメモリーチャンネルモードの時、

Fキーを押した後、 CALLキーを押すと、表示中の周

波数とコールチャンネルをスキャンします。

以下はバンドスキャンの項4以降と同じです。
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4-5-9 メモリーチャンネルのロックアウト

任意のメモリーチャンネルを、メモリーチャンネル・

スキャンの対象から一時的に外す機能です。

1.テンキーでロックアウトさせるメモリーチャンネル

をi芸千尺します。

バヲnC ,_I .. 
匡国 す~I~I. Cl -, :; 

回 APO

2.Fキーを押した後、 0/L.OUTキーを押します。

（｛列. 5 CH) 

ζ主コ
. ＇ヲCIC'-' .. 

ζ互コ
·-;~1~1.0 l 与

回 APO*
軍国

3.女マークが表示されそのチャンネルはロックアウト

されます。

4. 1. 2を繰り返すことで全てのチャンネルをロックア

ウト出来ます。

5.ロックアウトされたチャンネルの解除は 1.2を繰り

返して下さい。



4-6 レピータ－

UHF帯では、遠く離れた局どうしの交信が出来るよう

に、ビルの屋上や山の上などの見通しの良い場所にレ

ピーター（自動中継局）が設置されています。

一般的に430MHz帯のレピーターは、受信と送信の周波

数が 5MHz離れています。また、信号に88.5Hzのトー

ンが付加されている場合に動作します。

、＼／ 例（送信）434.92MHz 州、 （受信）439.92MHz 
，ト~ふ（受f言） 439. 92MHz ，－，；，’＂＇、（送 f言）434.92MHz

〆柏 Da I' ’f官官γ寸I三主主 I ', ノう’ Ir.且.I.Iいl日日目 l 、 ,, 仁吾司 l 、

書＇ff'包容口事
Aさん Bさん Aさん Bさん

4-6-1 レピーターの運用（TH-F47のみ）

TH F47はオートレピーターオフセット機能を採用して

おり、 439MHz台の周波数になると自動的に－ 5MHz

シフト、 トーンONになります。

受信周波数をレピーターの周波数（例. 439. 920MHz) 

に設定して送信すると、－ 5 MHz （例. 434. 920MHz) 

になり、同時に内部の88.5Hz（初期設定）のトーンが

ONになります。

1.希望するレピーターの周波数を選択します。

2. シフト、 トーンONを石雀認します。
（＞ シフト 24ページ、 トーン周波数 24ページ）

3.PTTスイッチを押します。

4-6-2 リJてース

レピーターを使用した交信中に、相手局と直接交信で

きるかどうかをチェックするため、送・受信周波数を

反転させる機能です。

シフト中、またはスプリットチャンネルイ史用中、 REV

キーをおすと、送・受信の周波数が入れかわり、 R表示

が点灯します。もう一度REVキーを押すと、リパース

は解除されます。

439.920MHz、 シフトの例

PTTスイッチ

OFF 

PTTスイッチ

ON 

REV 

OFF 

圃

H フ00フ・・;.:1_, __ 1ι 
目 APO

匿国

=--－固

＝・，ヲ，＿，0ヲ= ・・;.:1 l.-lC 
図 APO

匡国

問
的
A
M

－

－

 

－U
M
E
’
 

『，JH苛 匡国

ーーー － R圃

E ，守00守= 'U :i . .:u-. 
図 AFO

REV 

ON 雇亘

バンドエッジを越える場合は、リパースにはなりません。（次表

参照）
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4-6-3 シフ卜

受信周波数に対して送信周波数を、十または 方向にシ

フトさせる機能です。

シフト申扇は

430MHz帯は ±5MHz、
144MHz帯で、は 土600kHzで、す。

Fキーを押してREV/SHIFTキーを押すと、そのたび

に＋、一、シンプレックスに切り換わります。

ご注意
バンドエッジを越えるシフトが設定されている場合は、送信
できません。

受信周波数例 430MHz帯

除入 430 431 432 433 434 435 436 437 438 439 

+5MHz 435 436 437 438 439 ※ ※ ※ ※ ※ 

-5MHz ※ ※ ※ ※ ※ 430 431 432 433 434 

※シフト、リパースともに無効

4-6-4 トーン

TONEをONにすると、送信中は常にトーン周波数が付

加されます。
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・トーンのON/OFF

Fキーを押して3/TONEキーを押すとトーンがON/OFF

し、 T表示が点灯／消灯します。

・トーン周波数 (=CTCSS周波数）の選択

内蔵のトーン周波数は88.5Hzのみです（TH-F47の

み）。

CTCSSユニット TSU-7（別売）を取り付けると、下記

の38波のトーン周波数が選べます。（CTCSS 27べージ）

1.Fキーを 1秒以上押しF表 トーン周波数（Hz)

示が点滅している間（10

秒）に3/TONEキーを押

します。

2.トーン周波数が表示され

ます。

3.同調つまみでトーン周波

数は 1ステップづっ変わ

ります。

4.選択後10秒経っか、いず

れかのキーを押すと、ト

ーン周波数の設定は完了

し、元のモードに戻りま

す。

ご注意

67.0 107.2 167.9 

71.9 110.9 173.8 

74.4 114.8 179.9 

77.0 118.8 186.2 

79.7 123.0 192.8 

82.5 127.3 203.5 

85.4 131.8 210.7 

88.5 136.5 218.1 

91.5 141.3 225.7 

94.8 146.2 233.6 

97.4 151.4 241.8 

100.0 156.7 250.3 

103.5 162.2 

レピーターによる交信以外は、 TONEはOFFにしてくださ
し、。



4-7 DTMF 

キーボードを直接操作

しながら、または専用メ

モリーからDTMF信号

を送信できます。

C工コ 0:コζ互コ亡主コA

PROG-1 PR00-2 MEMO TX S 

0::コ仁三コ C互コ ζ互コー
SEEK CAR TIME LOCK 

0:コζ王コ C互コ G亙） c
SHIFT L, OU下 VM.SCAN 

@ yコuコCBfilコG豆D0 

4-7-1 キーボードの直接操作での送信

PTTスイッチを干甲しなカfら、 ONAIRインジケーター

が灯いていることを有雀認し、 DTMF用キーを押してく

ださい。 DTMF信号が送出され、 DTMF音が出ます。

．送信保持時間の選択（直接操作の場合のみ）

キーボードから直接送信する場合、送信保持時間は O

秒（初期設定）と 2秒を選択できます。

『2秒』を選択すると、 DTMF用キーを押した後2秒

間はPTTスイッチをはなしでも送信状態が続きます。

ご注意
「2秒』を選択した場合、キー操作は 2秒以内の間隔で行い、

ON AIRインジケーターが点灯していることを常に軍艦認して
く丈fさい。

1.電源スイッチをOFFにします。

2. 5/PROG 2キーを押しながら電源を入れます。

3.解除するには 1.2を繰り返します。

4-7-2 DTMF専用メモリー

0-9キーによるDTMF信号には10ケの専用メモリー

チャンネルカずあります。

・書き込み

1.Mキーを押し、次にMONIスイッチを押すと、DTMF
書き込みモードになります。

亡亙コ

8 
匿国

Cl ， 
図 APO

2. 0 -9キーを押し希望の番号を書き込みます。

（最大15桁）

3.ENTキーを押すと、番号の書き込みは終了しチャン

ネル選択になります。

REVキーを押すと、 1にもどって書き直せますロ
MHzキーを押すと、DTMF書き込みモードを中断して周波数
表示に戻ります。

4. 0 -9キーで希望のチャンネルを選択します。DTMF
書き込みモードは終了し、もとの周波数表示に戻り

ます。
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．受信中のDTMFメモリーの呼び出し

1.Fキーを 1秒以上押し、F表示が点滅した、したらMONI

スイッチを押します。

仁主コ
I秒以上

8 
霊園

。
，－ 

図 APO

2.石雀認するメモリーチャンネルを O～ 9キーで呼び出

します。

3.メモリーされている番号が周波数表示部に順送りに

表示されDTMF音が出ます。

｛列 lCH

CIコ匪国

... ，ヲヲ
r 1c.:1 

回 APO

eDTMFメモリーからの送信

PTTスイッチを十甲したままお10NIスイッチまたはCALL

キーを押し、次に O～ 9キーでチャンネル番号を選ぴ、

PTTスイッチをはなします。

DTMF音が鳴り、番号が順送りに表示されます。
メモリーからの送信中はPTTスイッチを押し続ける必要はあり
ません。
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4-7-3 DTMFキーと DTMF信号

DTMFキーと信号

の対応は右表のと

おりです。

例 1キーは
697Hz十 1209Hz。

．シングルトーン

変調度チェックな
どのために右記の
シングルトーンを送
イ言できます。

(Hz) 

697 

770 

852 

941 

キー

1 

2 

3 

4 

1209 1336 

1 2 

4 5 

7 8 
キ 。

(Hz) 

697 

770 

852 

941 

1477 1633 

3 A (F) 

6 B (M) 

9 C (ENT) 

＃ D (SCAN) 

キー (Hz) 

5 1209 

6 1336 

7 1477 

8 1633 

PTTスイッチを押したままDTSSキーを押し、次に希望の 1～ 8
キーを押します。



4-8 トーンスケルチ（CTCSS)
(Continuous Tone Coded Squelch System) 

トーンスケルチは、白局と相手局のトーン周波数が一

致した時だけ受信させる機能です。

CTCSSユニット TSU7 （別売）を取り付けたときのみ

有効です。

1. SQLつまみをスレッショルド・ポイン下にします。

2.あらかじめ相手局と同じトーン周i皮数を選択してお
いてくだ、さい。

（トーン周波数（二CTCSS周波数）の選択24ページ）

3.Fキーを押した後、 2/CTCSSキーを押します。

4.トーンスケルチ動作を解除する場合は、Fキーを押し

た後；、 2/CTCSSキーを十甲してく fごさい。

ご注意

レピーター使用時は、レピーターの性質上CTCSSは使えませ
んので、 CTCSSをOFFにしてください。

4-9 DTSS 
(Dual Tone Squelch System) 

DTSSは自局のDTSSコードと、同じコードの信号を受

信した時だけ、スケルチが聞きます。ある特定の局を

呼び出したり、待ち受けする機能です。

CTCSSがレピーターを通過できないのに対し、 DTSS

はレピーターを使用できます。

2秒以上信号が無くなると、スケルチは閉じます。

4-9-1 DTSSコード

DTSSコードは、 000～ 999( 3桁表示）から選ぴます。

VFOモード、メモリーチャンネルモード、コールチャ

ンネルモードで、それぞれDTSSコードを設定したり、

メモリーできます。

4-9-2 DTSSコードの設定

1.Fキーを 1秒以上押し、 F表示が点滅したらDTSSキ

ーを押します。 DTSSコード設定モードになります。

:" r, r,r, 
[illKJ i. I.I 1..11..1 

図 APO
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2.テンキーでコードを入力します。 3桁目が入力され

るともとの周波数表示に戻ります。

ご注意
途中で、 DTSSキー以外のキーを押したり、 10秒以上何も操作
しないと、前のDTSSコードのままDTSSコード設定モードは

解除されます。

4-9-3 DTSSコードを使った交信

1. SQLつまみを時計方向に回して“ザー”という音が

消える位置にします。

2. DTSSキーを押すとDT表示が点灯します。

3.受信

設定したコードと一致した信号を受信するとスケル

チが聞きます。

4.送信

PTTスイッチを押すと、押しはじめに約0.5秒間コー

ドが送出されます。

｜ご注意
コード送出中は音声はカソ卜されます。

5.解除には再ぴDTSSキーを押します。 DT表示が消灯

します。
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ご注意

待ち受け側のトランシーパーがノ〈ソテリーセーパー状態の場合、

タイミングによってはコードを’受イ言しないことカずあります。
l.確実にコードを受信させるには、数秒間送信した後、いったん
PTTスイッチを放し、もう一度送信してください。

2送られてくるコードを確実に受信するためには、パッテリー
セーパーをOFFにすることをお薦めします。

4-9-4 レピータ一運用時の

送信ディレイ時間設定

DTSS信号は、 PTTスイッチを押したとき一回だけ送

られます。このため、レピーターの応答時間によって

は、送信したコード信号が途切れることが考えられま

す。これを防止するため、レピーターが送信を開始し

た後コードが送出されるよう、ディレイ時聞が設定さ

れています。

．ディレイ時聞の切り換え

通常の送信時は250mSで、す（変更できません）。

DTSSキーを押しながら電源スイッチをONにすると、

SHIFT、スプリットチャンネル時のディレイ時聞は、

450mS （初期設定）と750mSに交互に切り換わります。

ご注意

レビーターのIDとコードが重なる場合は動作しないことがあ

ります。その場合はID送出後に、もう一度PTTを押してコ
ードを送出してください。



4-10 ページング

ページングはDTMF信号を使い、グループ全員を呼び

出したり、特定局を呼ぴ出したり、待ち受けたりする

便利な機能です。

F: 145.660MHz 
自局コード：222
メンノて I 

例 メンバー 2を呼び出した時

F: 145. 660MHz 
自局コ ド 333
メンノ〈 2 

';> 

F: 145.660MHz 
自局コ ド： 444 
メンJ、3 

あらかじめ共通のグループコードと、各自の個別コードを決め
ておきます。コードはそれぞれ000-999( 3桁）の中から選ひど

ます。
DTSSと違って受信側には相手局のコードが表示されるため、呼

び出した局がわかります。
自局の個別jコードで呼ぴ出された時は、相手局の個別コードが
表示され、グループコードで呼ぴ出された時は、そのグループ
コードが表示されます。

ページング操作手順

白局のコードを設定する。

守

相手局の周波数に合わせる。

守

｜ ページングモードにする。

＋ 
｜ーしたい局の｜
コードを設定する。

送信する。

可，

日子び出し 待ち受け
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4-10-1 ページングコードメモリー

ページング用コードメモリーは11個あります。

メモリー 用途

A 自局のコードをメモリーします。。 受信時に、自局を呼ぴ出した局のコー

ドを自動的にメモリーします。

呼び出す相手局のコードも一時的に設

定できます。

1-9 グループコードや相手局のコードをメ

モリーします。

4-10-2 ページング用コードの設定方法

1.Fキ一次にDTSS/PAGキーを押すとP表示点灯しま

す。（ページングモード）

2.ENTキーを押すと、コード設定モードになります。

3.メモリー（A, O～ 9）を同調つまみで選びます。

4.コード（000～ 999）をテンキーで入力します。

5.再びENTキーを押すと、コード設定モードは終了し

ます。
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｜コード設定

P表示

メモリ一番号

匡国

軍国

匡国

｜コード設定終了

PAG 
DTSS 

T( F 〉。
一一一一一一一一 ここl土

周波数

表示
一一一一一一一一－

回 APO

tC ENT) 

r,J:I --• 、!.I

図 APO

＋ 同調つまみでA 0～ 9 

金．
回 APO

＋（ 1 ）（ 1 ）（ 1 ） 

000-999か

F問1,-。，，， らコードを，，， 選ぶ

t( ENT) 



下記のグループで、交信する場合を例に説明し

ます。

打合せ周波数

グループコード

メンバー 1（自局）

メンノ＇＼－ 2

メンノ｛－ 3

メンノ－：－4

メンバー1のメモ

リー（自局）
A 111 

0 

1 
2 

3 789 
4 444 女

5 
6 

7 

8 

9 

145.660MHz 

789 

個別コード111

個別コード222

個別コード333

f回目ljコード444

メンバ－2のメモ

リー

A 222 
2 789 
0 

メンバ－3のメモ

リー

A 333 
3 789 
0 

メンバ－4のメモ

リー

A 444 
4 789 
0 

4-10-3 ページングの送信（呼び出し）

自局のコードをあらかじめメモリ－Aに設定しておきま

す。（白局は常にAに設定します）

1.相手と決めておいた周波数にします。

2. Fキ一次にDTSS/PAGキーを押してページングモー

ドにします。

相手のトランシーパーもページングはONにしておきます。

3.ENTキーを押してコード設定モードにし、同調つま

みで相手局のコードがメモリーされている番号を選

ぴます。 cir¥Gs 

P表示が
ページング
モードを示
します。

..-CI)Q) 

バ5五S

↓曾

圃

『 0・.，cu:, 
:;r I Cl~I 

回 APO

ご注意
レピーターのIDとコードが重なる場合は動作しないことがあ
ります。その場合はID送出後に、もう一度PTTを押してコ
ードを送出してください。

31 



グループ全員を呼び出す場合

グループ全員を呼び出す場合は、グループコードがメ

モリーされている番号を選びます。

この例のメンバ－ 1の場合は、 3です。

PTTスイッチを押します。

送信はページングモードでもコード設定モードでもで

きます。

「二土ジングモードから ｜｜ コード設定モードから

匿国
pザ＇5.E,E,

匡国 1P789 

＼、〆

霊園 pザ＇5.E,E,
図 APO

周波数と一緒に、グループコード789と、自局の個別コード111
が送信されます。
正常にコードが送信されると、 DTMF音が鳴ります。
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特定のメンバーを呼び出す場合

特定のメンバー（例メンバ－ 4）を呼び出す場合は、

1.相手局の個別コードがはいっているメモリーを選よ

か、（この例の場合は 4)

2.または Oに相手局の個別コードを書き込み

PTTスイッチを押します。

メモリーから 0に書き込んで、

匿国 ザPザザザ 匿園

＼‘〆

匿国

pυεcc 
1.1.CII.J 

固 APO

l7Pザザザ

周波数と一緒に、相手の個別コード444と、白馬の個別コード111
が送信されます。
正常にコードが送信されると、 DTMF音が鳴ります。



ご注意

待ち受け側のトランシーパーがノ〈ソテリーセーパー状態の場合、
タイミングによってはコードを受信しないことがあります。
1.確実にコードを受信させるには、数秒間送信した後、いったん

PTTスイッチを放し、もう一度送信してくださし、。
2送られてくるコードを確実に受信するためには、バッテリー
セパ をOFFにすることをお薦めします。

4-10-4 ページングの受信（待ち受け）

1.相手と決めておいた周波数にします。

2. Fキ一次にDTSS/PAGキーを押して、ページングモ

ードにします。

cmmO 

匡函

,:,,,_IC CC  
r -,.J.00 

図 APO

P表示がページングモードを示します。

個別コードで待ち受ける場合

3.自局の個別コードで呼ぴ出されると、メモリ一番号

は Oになります。表示されるコードは相手局の個別

コードです。（KENWOOD製の場合以下同）

（例周波数145.660MHz、相手局の個別コード・ 444)

匿国

Pが点i成

相手局の
コード

0を表示し、個別呼ぴ出しされていることを示します。

4.スケルチが聞き相手局の音声が聞こえます。

（メモリー 0に相手局の個別コードがメモリーされます。）

I：＞.このまま送信すると相手局に応答できます。

"-145. 660MHz / 

ど 444*111) 

匿国

r,llC CC 
F’.：1.c,c, 

図 APO

相手を呼び出せたらページングを解除して交信します。
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（※）相手のコードが受信できなかった場合テーィスプレイパネル
はE表示が出ます。

エラー表示

図 APO

グループコードで待ち受ける場合

3.グループコードで呼び出されると、共通のグループ

コードと、そのコードのメモリ一番号が表示されま

す。
（例 メンバー 2の場合グループ。コード789はZCHにメモリー
されているので）

匿国

Pが点滅 グループコード

. or, c1c,1 er L, _ _a_~J 
園 APO

0以外になりグループ呼出しを示します。

4.このままPTTスイッチを押すと、表示中のコード789

と、自局の個別コードが送信され、グループ交信に

ワンタッチで参加できます。
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相手を呼び出せたらページングを解除して交信します。

4-10-5 コードのロックアウト

（ページング機能の受信動作のみ禁止します。）

メモリー 1-9にイ岡万リコードをメモリーしておくと、

他局どうしの交信でもコードが合えば受信してしまい

ます。メモリー 1～ 9を送信専用にするには、ロック

アウトします。

また、同一周波数で、 2つ以上のグループと交信して

いる場合など、待ち受けを一時止めたいグループコー

ドは、ロックアウトします（グループ呼ぴ出しはできま
す）。

．ページング用メモリーのロックアウト

1.コード設定モードにして、同調つまみで、止めたい番

号を表示します（メモリー 0はロックアウトできませ
ん）。

2.Mキーを押すと、女マークが点灯しそのメモリーは

ロックアウトされます。

3.解除には 1.2を繰り返します。



4-11 ベル（留守番着信表示）

相手局からの着信や、留守中の着信を、アラーム音や

ベル表示で知らせる機能です。ベル機能が動作してい

る聞は、音声信号は入りません。

CTCSS、DTSSまたはページング機能と併用すると、特定局か
らの着信を待ち受けすることができます。レピーター使用時は、
レピーターの性質上CTCSSが使えませんので、 DTSSまたはペ
ージングと併用することをおすすめします。

1.SQLつまみを右に回して、“ザー”という音を消しま

す。

2. BELLキーを押すと、ベル表示が点灯します。

3.信号が入りスケルチが聞くと、約 5秒間アラーム音

が鳴り、ベル表示が点滅し、信号を受信した時刻が

表示されます。

匡国

ご注意

ι’εr,n i 1.1. I.I I.I 
図 APO

母

I.CTCSS ONで、 BELLをONにした場合は、 トーンの一致
する信号が1秒以上続いたときにベル機能が動作します。

2.DTSSやページングONで、 BELLをONにした場合は、コー
ドが一致する信号を受信したときにベル機能が動作します。

4.カウント中に新しい信号が入ると、今までの時聞は

クリアされ、最新の信号を受信した時刻を表示しま

す。

5.ベル機能を解除するには、BELLキーをもう一度押し

ます。時刻表示中には、PTTスイッチでもベル機能を解除で
きます。

・アラーム音の切り換え

アラーム音は、「ピッピー（初期設定）」と「フ。ノレフ。ル」

の 2種類あります。

Fキーを 1秒以上押した後、 BELLキーを押すと、交互

に切り換わります。

ご注意
1.ベル機能が動作している問も、モニタースイッチを押すと
音声を聞くことが出来ます。

2.ベル機能は、受信した電波の質（音声の低域歪や、イグニ
ッションノイズの混入等）で、誤動作する場合があります。
オプションのTSU7を組み込んで、 CTCSS周波数を141.3
Hz 以下に設定することにより、これらの影響を受けにくく
することが出来ますロ

3.ベル機能がONのときはオートパワーオフ機能は動作しませ
んロ
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4-12 バッテリーセーバー

受信待受け時の消費電力を少なくするため、スケルチ

を閉じたまま10秒以上キー操作をしないと、自動的に

電源をOFF/ONし間欠受信になります。

スキャン中は、バッテリーセーパーにはなりません。
DTSSやページング機能がONになっている時は、バッテリーセ
ーノくー中の電源OFF期聞は通常より短くしてあります。

1. （初期設定はON)

Fキーを 1秒以上押します。F表示が点滅している間

(10秒）にLOWキーを押します。

S表示が点灯しバッテリーセーパーがONになりま

す。

ζZコ
直E。

,dC r,r, 
; -, .J. I.I I.I 

図 APO

バッテリーセーパー表示

2.スケルチが聞くか、キー操作をするとバッテリーセ

ーノ〈ー状態は自動的に中断されます。

3.バッテリーセーパ一機能を解除する場合は、もう一

度Fキーを 1秒以上押して、 LOWキーを押してくだ

さい。
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4-13 オー卜パワーオフ（APO)

電源の切り忘れによる電池の消耗を防ぐ機能です。

スキャン中は、オートパワーオフにはなりません。

〈主コ
1秒以上

匡E

ζ互コ

,,_,c r,r, ; -, ~,. I.I I.I 
図 APO

オートパワーオフ表示

1.受信状態で59分以上信号入力もキー操作もないと、

APO表示が点滅し、約 5秒間ビープ音が鳴ります。

その後も 1分以上信号入力もキー操作もないと、電

源OFFになります。

2.APO機能をOFF/ON（初期設定はON）するには、 Fキ

ーを 1秒以上押した後、 10秒以内に0/L.OUTキーを

押します。

ご注意
APOをONにした後、ベルをONにすると、ベルが解除される
までオートパワーオフは機能しません（表示は点灯していま
す）。



4-14 時 計

4-14-1 時計表示

周波数表示部に時間を表示できます0

．時計表示のON/OFF
1.Fキーを押してLOWキーを押すと時計表示（24時間

制）になります。

ζ主コ
CLOCK 
LOW 

liJ！ηn 
13;:i!.I 

図 APO。匪国

2.再ぴLOWキーを押すと、周波数表示に戻ります。

．時刻合わせ

（時間と分）

1.時計表示中に 9キーを押すと時間表示が点滅します。

2.同調つまみを回して時間を合わせます。

3.ENTキーを押すと「時間』が確定し、分表示が点滅

します。

4.同様に、同調つまみで「分』を合わせ、 ENTキーで

確定します。

ζ互コ。
QED 

0 
ζ豆D

匡国

二，cイヲn
);t,~ILI 

I 闘 APO

圃

ヲrtト，n’
,-u－...－，＇，、

GA)o 

（手少）

5.時計表示中に Oキーを押すと、 0秒にリセットされ

ます（表示はありません）。
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4-14-2 タイマー・オン

．タイマー・オンの時間セット

1.時計表示中に 1キーを押すと時間表示と図ON表示が

点滅します。

CIコ n
u
M
 

／

円

引

ωソ

1
0
J
．
小

ご
ん
坪

匿国

2.時間と分の合わせ方は『・時刻合わせ』と同じで

す。

．タイマー・オンのセット

1.時計表示中に 2キーを押します。時間表示と図ON 表

示が点灯し、その時刻になるとトランシーパーの電

源がはいります。

CI) 0・nn~,.,.,,., 
図。N 園 APO

軍国

2.解除には、 1を繰り返してください。
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4-14-3 タイマー・オフ

・タイマー・オフの時間セット

1.時計表示中に 4キーを押すと時間表示と図。FF 表示

が点滅します。

亡互コ
_, I I 

二，守.en
_, l・.;f I.I 
／ウ中て倉 APO

軍国

2.時間と分の合わせ方は『・ 時刻合わせ』と同じで

す。

．タイマー・オフのセット

1.時計表示中に 5キーを押します。時間表示と図。FF 表

示が点灯し、その時刻になるとトランシーパーの電

源が切れます。

仁王コ｜固
，守－en
I l·~II.I 

図。FF園 APO

2.解除には、 1を繰り返してください。



5. ブロックダイヤグラム

（別赤氏）
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6.保守

6-1 アフターサービス

1.保証書一保証書には必ず所定事項（ご購入店名、ご

購入日）の記入および記載内容をお確かめの上、大

切に保存してください。

2.保証期間一お買い上げの日より 1年間です。

正常なご使用状態でこの期間内に万一故障が生じた

場合は、お手数ですが製品に保証書を添えて、お買

い上げの販売店または当社サービスセンタ一、営業

所にご相談ください。保証書の規定に従って修理い

たします。

6-2 故障とお考えになる前に

3.保証期間経過後の修理についてはお買い上げの販売

店または当社サービスセンタ一、営業所にご相談く

ださい。修理によって機能が維持できる場合にはお

客様のご要望により有料で修理いたします。

4.アフターサービスについて、ご不明な点はお買い上

げの販売店または当社サービスセンタ一、営業所に

ご遠慮なくご相談ください。

次のような症状は故障ではありませんのでお確かめください。

症 状 原 因 処 置

電源を入れでもディスプレイに何 1.電池の電圧が下がっている． 1.電池の交換（NiCd電池の場合は充電）をしてくだ

も表示しない。 さい．

2. PG-2WまたはPG・3Fのヒューズが切れている． 2. ヒューズが切れた原因に関する修理をしたあ

と、ヒューズを交換してください．

送信中にディスプレイが点滅した 電池の電圧が下がっている。 電池の交換（NiCd電池の場合は充電）をしてくださ

り消えたりする。 、、．

40 



症 状 原 因 処 置

受信できない。 1.スケルチが閉じている。 1. SQLつまみを再調整してください。

VOLつまみを回しても、スピー 2. PTTスイッチが押されて送信状態になってい 2. PTTスイッチをはなしてください。

カーから音がでない。 る。 3. Fキーと2/CTCSSキーを押してCTCSSをOFFに

3. CTCSSユニットTSU・7を取り付けている場合、 してください。

トーンスケルチが動作している（CT表示が点

灯）。

4. DTSSが動作している（DT表示が点灯）。 4. DTSSキーを押してDTSSをOFFにしてくださ

し、。

向調つまみを回しでも、キーを押 1. LOCKスイッチがONになっている。 1. FキーとENT/LOCKキーをt甲してLOCKをOFF

しでも、表示が変化しない。 2. BELLキーがONになっている（ペル表示が点 にしてください。

灯）。 2. BELLキーをt甲して、ベルをOFFにしてくださ

し、。

向調つまみを回しでも周波数表示 CALLキーがONになっている（C表示が点灯）。 CALLキーを押してCALLチャンネルモードを解除

が変化しない。 してください。

テンキーを押しでも、メモリー 1. メモリーチャンネルにデータが書き込まれてい 1. メモリーチャンネルにデータをメモリーしてく

チャンネルを呼び出せない。 ない。 ださい。

2.メモリー呼び出しモードが合っていない。 2.メモリーの日乎び出し (18ページ）

電j原を入れたとき、前にメモリー マイコンパックアブプ用電池の容量がきれた。 電池ケースまたは外部電源から充電すると、約 l

した周波数が消えて初期設定値に （長時間電池をはずしである。） 時間で充電されますが満充電までは約10時間で

なる。 す。
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症 状 原 因 処 置

ENTキーを2回押してメモリーシ プログラマブルVFOが設定されているため、その プログラマブルVFO (14ページ）

フ卜すると、周波数表示がシフト 範囲内に補正される。

前と変わる。

リバースが解除できない。 シフトがONになっているためREVOFFすると戻 Fキ一次にREVキーを押してシフトをOFFにした

る周波数がバンド外になる。 あと、 REVキーを押す。

レピーターをアクセスできない。 トーン周波数などレピーターによる交信の条件が レピーター (23ページ）

満たされていない。

スキャンの周波数がある範囲内し プログラムスキャンが設定されている。 プログラムスキャン (21ページ）

か変わらない。

向調つまみを回しでも、あるとこ プログラマブルVFOが設定されている。 プログラ 7 ブルVFO (14ページ）

ろ以上（または以下）しか周波数が変

わらない。

TH-F47は周波数構成上、 437.05MHzに無変調波が受信される場合があります。これは故障ではありません。
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7. アクセサリー

プチホン型イヤホン

HS-9 

む
小型スピーカ－

7 イクロホン

SMC-32 

VOX.PTT1寸き

へy ドセット

HMC-2 

~ 

CTCSSユニソト

TSU-7 

単 3電池ケース

BT-8 

リモートコントロール

スピーカ－？イクロホン

ノ、ンドストラッフn

HB-2 
SMC-33 

ニッカドノ〈ッテリー

7.2V 700mA 

PB-13 

ウオールチャージャー

BC-14 

。， 紗 ~ 
ノイズフィルター付き

固定局用安定化電源

PS-22 

急速バッテリー

チャージャー

充電時間の目安： 1時間

BC-15 

防水ソフトケース

WR-2 

ソフトケース

SC-30 

アダプター付き

シーベル金具

BH-6 

モービノレプラケット

MB-6 シガレットライターコード フ。ラグコード

ω：＼ 
/ ；，）γ.~ 、

安定化電源用にはPG・2W、車載用にはPG-3Fをお使い下さい。

PG-3F PG-2W 

ど－， ~ 
PB・13はDCIN端子から自動的に充電されます。 PB-13の過充電や、車のバッテリーの消耗を防ぐため、 PB・13をつけたままDCIN端子から 15

時間以上充電することはおやめ下さい。
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CTCSSユニット（TSU-7）の取り付け

1.リリース・ボタンを押しロックを外して、電池ケー

スを引き十友きます。

2.背面の 4本のねじをはずします（図 1）。

アンテナコネクタに近い 1本は短いねじです。

3.図 2を参考に、親指でA部を少し手前に引っ張りなが

ら、指を電池ケース部の中にいれて背面ケースの爪

を外します。

4.セットを表向きにします。

5.内部の配線に注意しながら前面パネルをPTTスイッ

チの側から聞きます。

前面パネルに組み込まれているプリント基板が、約

3mm上面ノfネルに入り込んでいるので、前面ノfネノレ

全体を下方に引きながら聞いてください（図 3）。

図 1 図 3

44 

6. TSU← 7付属のクッションをユニットの裏側（コネク

ターのついていない側）に貼り付けます。

7. (TH F27の場合）

抵抗をニッパ一等で切り取って、コネクターをTSU

7に接続します（図 4）。

(TH F47の場合）

88 5Hzトーンユニットを外してコネクターをTSU

7に接続します（図 4）。

8. TSU 7を88.5Hzトーンユニットのあった位置に貼り

付けます（図 5）。

9.コードをはさまないように注意しながら、外したケ

ースをもとに戻します。

10. 4本のねじを止めます。

11.電池ケースを挿入します。

図 4 図 5



リモートコントロール・スピー力一マイク
ロホンSMC-33を使用したとき

ご注意
1. 7 イクロホンの抜き差しは電源スイッチをOFFにしてから
frってく fごさい。

2.7イクロホンのスイッチは、本体のLOCKスイッチをONに
しでも動作します。

SMC 33の 1、2、3キーは、はそれぞれメモリーチャ

ンネル 1、 2、 3の呼ぴ出しキーに初期設定されてい

ますが、下記の操作により、本体のキーの機能を設定

できます。

1.マイクロホンの 1 (2、 3）キーを押しながら電源

をONにします。プログラマブル・ファンクション 1

( 2, 3）表示（10秒間）になります。

aコ
Cg〆圃

CIC ,-,-
回 APO

2.この間にトランシーパーのキー操作をすると、操作

したキーの機能がSMC-33の 1( 2、 3）キーに設定

されます。
例 CALLキーを押すと、SMC33の 1キーはCALLキーにな

る。
Fキ一次にCALLキーを押すと、SMC-33の1キーはCALL
SCANキーになる。

SMC 33の 1、2、3キーに設定できるキーとその機能

は次ページの表のとおりです。

Sお1C33のイラスト

MRI MR2 MR3 

PTT 
スイッチ

イヤホン
ジャック

LOCKスイッチ

ONにすると 1,2,3のキーは

無効になります。
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下記のキーを操作する Fキ一次に左欄のキーを操作する

同調つまみ※1 無し

LAMP LAMP（常時点灯）

MON! 無し

CALL CALL SCAN 

BELL STEP 

DTSS PAG 

LO百V CLOCK 

M TX.STOP 

ENT LOCK 

SCAN VMSCAN 

REV SHIFT 

MHz 無し

※l右方向に回すとUP、左方向に回すとDOWNが設定されま
す。
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下記のキーを操作する ※2 Fキ一次に左欄のキーを操作する

1 AL 

2 CTCSS 

3 TONE 

4 PROGl 

5 PROG2 

6 MEMO 

7 SEEK 

8 CAR 

9 TIME 

。 L.OUT 

※2マイクロホンからメモリーチャンネル操作は常にー桁入力
( 0～ 9）です。

SMC-33は、リモート機能のない機種にも使用すること

ができます。この場合はマイクロホン背面のLOCKスイ

ッチをONにしてお使いください。



B. 参考

・申請書の書き方

本機によりアマチュア無線局を申請する場合は、市

販の申請書に下記の事項をまちがいなく記入の上申請

してください。 O印の箇所には、下記の表より該当す

る事項を記入してください。また、本機はJARL登録機

種ですから、保証願に登録番号もしくは名称を記載す

ることにより、送信機系統図を省略することができま

す。

無線局事項書忍び工事段計書

21，旨宥する周..径の健闘 宇中．旬EIJ. ・E般の守式

周続優需 l’，：芋’z' 電植の千点
も’

①斗②.，jF3 

・I ,I . . . 
一ー一＋ ー，

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

＠ 

⑦ 

＠ 

⑨ 

TH-F27 TH-F47 

144M 430M 

10 10 

144MHz帯、 F3 430MHz帯、 F3

S-AV22A×1 S-AU26×1 

13.SV 13W 13.8V 17W 

使用する空中線の型式を記入してください。

144 430 

10 10 

A027SまたはTH-F27 A028SまたはTH-F47
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．送信機系統図

マイク

7 イク
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低周波増幅リミッタ
ローパスフィルタ
NJM4560M 

TH-F27 

低周波増幅リミッタ
ローノfスフィルタ

NJM4560M 

TH-F47 



・リモコン機能を使用する場合

リモコン機能を使用する下図のように接続すると、

ことができます。

国外部装置との接続

MIC端子、 SP端子に外部スピーカ一、外部マイクロ

ホンまたはRTTY,FAXなどの外部装置を接続する場

合には、下図を参考にしてください。

h
h
lリ
ギ
同
己
間
一
j
十
九
明

切ハ
Q
入
干
、
ロ
れ
ヤ
作
巴
削
，
十
hm

ホ
ト
ヤ

κト
ト
止

（，主2) I日μF（，主I)

スピ力 : 

SP－ー－－－－－－＜＞一一、 内
アース I 

sv : 
sv ... 令 4トイトー「， ｛ 

l MC  • I 
MIC ... 。一ーで空三一一一J、11

PTT・一一一一ーベ〉一一一一一一一」J
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（注2) IOμF （注｜）

内部の 5Vラインから1000の抵抗を通して電圧が出て
います。（3.5mA流したときに約 4Vの電圧になります。）
次の場合はIOμFのコンデンサは不要です。直接つない
でく fごさい。

0外部装置側に直流カット用コンデンサがついている
場合。

0外部7 イクロホンに 2端子のコンデンサマイクロホ
ンを使用する場合。

（；主 1) 

（注 2)



・JARL制定アマチュアバンド使用区分

・144MHzバンド
EME 

巨IAM/SSE.CW I醐

棚田＼ 9く！.nn
10 噌 山 山

FM レピータ 衛星

（注 I)144 I0-144.20MH，町周波数帯は，主に遠距離通信に使用する。

（！主2）データ及u画融通信町区分は， !44.60-!44.75MH，の周波数帯町

全電波 ｜ ｜ 仰向てはFM送時吋円周波輔のもの…ては
型式 衛星 SSB送信機を使用する。

60 80 146.00 （注3)144.7S-145.60MH，円周波数帯町FM電波町占有周波数帯幅は．

16kH，以下とする。

（注 I）デタ及u画融通信の区分は， 431.00-431.50MH，円周波数帯内

ものについてはFM送信機，その他の周波数帯のものについては

全電波 I I ss 
型式 レ ピ タ （注2) 431.50-434.00MH，の周i度数帯円FM電波町占有周波世帯植は，

438.00 439.00 440 00 16kH，以下とする．

｛注3）レピータの入出力周波数は，別に定的る．

（注4)435.凹－43800MH，の周i度世帯は， 1991年12月31日までは，

ATV通信に使用することができる．

データ

画f車
FM 

144.00 ¥ 10 
02 

40 50 60 75 145.00 

L呼出周波数（非常通信周波監）・430MHv，ンド
cw.デタ画曲

433.00 434.00 435.00 

L呼出周波監｛非常通信周波数）

E
M
E
 

・運用にあたってのご注意

電波を発射する前に
日本アマチュア無線機器工業会（」AIA)

ノ、ムバンドの近くには、多くの業務用無線局の周波数があり運用されています。これらの無線局の至近距離で電波を発射するとアマ
チュア局が電波法令を満足していても、不測の電波障害が発生することがあり、移動運用の際は十分ご注意ください。特に次の場所で
の運用は原則として行わず必要な場合は管理者の承認を得るようにしましょうロ

民間航空機内、空港敷地内、新幹線車輔内、業務用無線局及ぴ中継局周辺等。
参考無線局運用規則 第 9章アマチュア局の運用（発射の制限等）

第258条 アマチュア局は、自局の発射する電波が他の無線局の運用又は放送の受信に支障を与え、著しくは与えるおそれがあ
るときは、すみやかに当該周波数による電波の発射を中止しなければならない。 以下略
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アフターサービスのお問い合わせは、
購入店または最寄りの当社サービスセンター
営業所をご利用ください。
商品に関するその他のお問い合わせは、
お害様相談室をご利用ください。

KEN~OOD 
朱式会社ケンウッド



5.ブロックダイヤグラム

TH-F27 ブロックダイヤグラム

TX-RX UNIT (X57-36Li-O-OO) ANT 
f.=the 

K門 丁目

P交官司

5刊

SAVE 

SRSW SRCSW STSW 

i -c d 
+B 

E
 

E

V

 

L
T
p
p
p
円

A
D

E
E
D
E
E
K
S
P
 

w
 

w

E

W

E
－

2
 

E
E
E
E
T
L
L
 

I
R
T
F
U
／
／
 

c
e
F
h
J
R
d
A鍋
n
M
H
M
H
M
H

5 R 5 RC ST 

ご注意：

［口I路は技術開発に伴い変更することがあります。



TH-F47 ブロックダイヤグラム

TX-RX UNIT (X57-3650-00) 
ANT 

！戸出E

f~~~： 
に「一一一一＿J口一一一一一一一一一一 _J 

I I 5 R 

「一一寸灯て

ι-fl,, i:「 ~m I 

~I品名Pr~： i 
l X -~ 7 ~＼3品。品！い｜

「

川

一／戸
ー
ド
｜
川
川
リ

「

K門 TO

5 T 

日刊

E L 

一一つ

十LB 」〈
S=sr~＼三若
手｛恒三一

「一一→一一一 E 

＃~~｝l~C寺3
汗二sl~ヰ

ss:::::f日
正~~i 三苦
手 v~，三五

5門

SAVE 

SRSII' SRCSII' STSII' 

SR SRC ST 

日

E L 

IN山 lfil
門IC SP 

ご注意：

［口I路は技術開発に伴い変更することがあります。
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